
 

   住民監査請求（福岡市職員措置請求）に係る措置について 

 

平成 25 年 9 月 11 日付監総第 446 号「住民監査請求（福岡市職員措置請求）について（通

知）」における福岡市監査委員の意見について，市長から措置状況（市の見解）の通知があ

ったので，次のとおり公表する。 

 

 
                       福岡市監査委員 冨 永 計 久 
                       同       笠   康 雄 

同       齋 田 雅 夫 
                       同       伯 川 志 郎 

 

 

総コン第 128-1 号 

平成 26 年１月 10 日 

 

福岡市監査委員  冨 永 計 久  様 

同       笠   康 雄  様 

同       齋 田 雅 夫  様 

同       伯 川 志 郎  様 

 

福岡市長  髙島 宗一郎 

 

 

住民監査請求における監査委員の意見に対する措置状況について（通知） 

 

 

平成25年９月11日付監総第446号「住民監査請求(福岡市職員措置請求)について(通知)」

における福岡市監査委員の意見について，下記のとおり，措置状況を通知します。 

 

 

記 

 

○ 講じた措置の内容 



25 監査公表第 15 号（平成 25 年 10 月３日付 福岡市公報第 6054 号（別冊）公表）分 

住民監査請求（中央保育園移転） 

 

監査委員の意見 

 

市の見解 

 

１ 市事業にかかる意思決定過程の透明性の

確保について 

 

 今回，中央保育園について，市政運営会議

での決定により，それまでの現地建替えから

単独移転に大きく方針変更がなされていま

すが，その決定は市内部でのみ行われ，この

過程をオ－プンにし，市民の理解を得ようと

する姿勢が十分に見受けられません。また，

保育園用地の選定手続きや取得手続きには

不備があるとともに非常に不透明です。 

 何よりも，市民生活に重大な影響を与える

事項については，法令上個別に議会の議決が

必要とされなくても，議会に積極的に報告し

，説明責任を果たすべきであると考えます。

 今後，中央保育園に限らず，市事業にかか

る意思決定過程の透明性の確保を徹底する

よう強く要請します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中央保育園につきましては，当初，中央児

童会館と中央保育園の合築を基本とする検討

を行っていましたが，仮移転場所がなかなか

見つからない状況でありました。このような

中，平成２３年３月の東日本大震災が発生し

，耐震対策を実施していない中央保育園につ

いても早期に入所児童の安全の確保を図る必

要性が改めて認識されたこと，また，待機児

童解消に向けてなお一層の取組みが必要であ

ったことから，現地建替えに加え，定員拡充

を伴う単独移転の可能性についても検討を始

めたものであります。 

 保育所機能の単独移転の検討にあたっては

，用地確保の困難性が想定されたことから，

移転候補地を調査していたところ，中央保育

園の移転目的を満たす候補地が見つかったこ

とから，平成２３年７月２６日，市政運営会

議に諮り，中央保育園について現地近隣の定

員拡充が可能である用地にて整備する方向で

運営法人と協議を開始する方針を決定したも

のであり，市政運営会議の議事概要について

市のホームページに公表しているところです

。 

 議会に対しましては，この方針決定を受け

，平成２３年９月議会の第２委員会において

中央保育園については定員拡充を伴う移転の

方針を，中央児童会館については機能を拡充

した上での現地建替えの方針をそれぞれ報告

するとともに，平成２４年６月議会の第２委

員会において中央保育園の移転予定地の場所



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

，面積，予定定員，今後の予定について報告

を行いました。また，用地取得費用の予算に

つきましても平成２５年３月議会においてご

審議をいただいたところであります。 

 移転予定地を決定した後は，事業主体であ

る社会福祉法人において関係者によるワーク

ショップや保護者説明会などを通じ 

て，保護者や保育士の意向を把握しなが 

ら，事業が進められてきております。 

 今後とも，事業の実施にあたっては，市民

生活に重大な影響を与える事項などについて

必要に応じて適切な時期に議会に対 

し，より丁寧な報告を行うとともに，引き続

き市政運営会議の情報を公表するなど，説明

責任を果たすよう努めてまいります。 

 

 ご指摘の中央保育園の移転用地の選定につ

きましては，現在の中央保育園の近隣におい

てある程度の広さのある土地をリストアップ

し，「早期取得の可能性」，「定員拡充の可

能性」を判断基準として適正に行ったもので

あります。 

 なお，監査結果の２８，２９ページに示さ

れている疑問に関してですが， 

① 移転予定地に隣接する土地（現パチンコ

店）は，角地であるため土地の評価額が上

がるとともに，面積が移転予定地より約３

００㎡広く，取得価格が移転予定地より高

額となることが容易に想定されたため，近

接地の二者択一の中で候補地とはしなかっ

たものであります。 

② また，移転予定地については，地権者が

１名であることから複数の地権者と協議す

る必要がないこと，利用形態が２階建ての

自走式駐車場であり，居住者のいる家屋な



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どではなかったことから，他の５ヵ所の移

転候補地と比較して，早期の取得が可能と

判断したものであります。 

③ なお，平成２３年７月２６日の市政運営

会議の資料における移転候補地２について

は，地権者の数が多く，面積も８８０㎡程

度であり，早期取得や定員拡充の可能性は

低かったものの，現在の中央保育園に最も

近いということで，参考までに市政運営会

議の資料に記載をしておりましたが，取得

見込額については，正確さを欠いたもので

あったと考えており，今後資料の正確性に

ついてより一層留意してまいります。 

 

 次に中央保育園の移転用地の取得手続きに

ついてですが，移転予定地については，外部

の不動産鑑定士２名を含む１１名の委員で構

成される福岡市不動産価格評定委員会の評定

額の範囲内である８億９千９百万円の価格で

Ａ社から取得したものであり，購入金額は妥

当なものと考えております。 

 また，移転予定地の取得にあたっては，当

時２階建ての自走式駐車場が存在しておりま

したが，移転予定地の売買について 

は，Ａ社との交渉の結果，当該土地に存する

物件については「Ａ社の負担により除却を完

了させた後平成２５年４月末までに福岡市に

土地の引渡しを行う」ことで合意に至り契約

を締結したものであることから，適正な手続

きであったと考えております。 

 なお，公共用地の取得手続きは専門的かつ

複雑なものであり，取得価格も高額となるこ

とから，手続きの信頼性をより高めるために

も，今後同様な事案が発生した場合には，用

地取得の専門部署で取得事務を行うよういた



 

 

 

 

 

 

 

 

します。 

 

 以上のとおり，中央保育園の移転につきま

しては，適切な手順を踏んで適正に行ってき

たものであり，市として，違法，不当なこと

はなかったものと考えております。 

 

 

２ 児童福祉法及び風営法等の趣旨に基づい

た児童福祉施設の設置等について 

 

 今回の中央保育園の移転用地取得にあた

っては，実質上，保育所待機児童の解消等が

優先され，児童の福祉，安全，風俗営業等の

周辺環境への配慮が不足していたと考えざ

るを得ません。 

 今後の児童福祉施設の設置等にあたって

は，児童福祉法及び風営法等の趣旨を踏まえ

た十分な事前チェックを行い，事業を推進さ

れるよう強く要請します。 

   

 

 

 

 

 

 保育所の整備にあたっては，風俗営業等の

規制及び業務の適正化等に関する法律で規制

する施設が近隣にないことが望ましいと考え

ておりますが，中央保育園の移転用地の選定

にあたっては，特に保護者からの要望が多い

都心部での保育所整備であることから，待機

児童解消の緊急性や，用地確保の困難性など

も踏まえながら総合的に判断したものであり

ます。 

 今後とも，関係法令の趣旨や厚労省の見解

も踏まえながら，適切に事業を実施してまい

ります。 

 なお，保育所の設置認可事務において「福

岡市保育所設置・運営者選定委員会」等で審

査を行う際，保育所の周辺環境についてもそ

の情報を明示するなどし，確認を行うようい

たしました。 

 

 

３ 中央保育園にかかる安全対策について 

 

 本件土地については，関係法令に抵触しな

いとはいえ，道路交通及び環境面等で，多く

の課題が残っています。児童が健やかに保育

園生活を送れるよう，児童や保護者等の安全

 

 新しい中央保育園の児童の安全・安心の確

保につきましては，福岡市としても重要なこ

とと考えており，前面道路の歩道拡 

張，路側帯のカラー化，車止め・ガードパイ

プの設置，電柱の移設等の「前面道路の全面

改修」，及び，ＬＥＤ照明灯の増設，防犯カ



確保について，万全の対策を講じられるよう

強く要請します。 

   

 

 

 

 

 

 

メラの設置，地域・警察のパトロール等の「

地域の協力による明るいまちづくり」並びに

避難経路の確保等の「災害時の対応」につい

てしっかり取り組むこととしており，事業主

体である社会福祉法人とともに，新しい中央

保育園がより安全・安心な保育園となり，子

どもたちにとってよりよい環境となるよう，

努めてまいります。 

 

 

 


